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井原市は、岡山県の南西部に位置し、西は広島県に接します。市内の南部を小田川が西

から東へ流れ、北は吉備高原の南端の丘陵が広がり、南は標高100m前後の低丘陵が笠岡

まで広がっています。これらの山々に囲まれた本市は、温暖な気候と豊かな自然にはぐく

まれ、古くから発展していました。

青蔭城跡は、市内南部の小田川でできた沖積平野を見下ろす丘陵先端に築かれた中世山

城です。この場所には、昭和40年 ごろより本丸およびニノ丸にテレビ中継放送局が建てら

れていましたが、さらに平成19年になってデジタルテレビの中継放送局の建設が持ち上が

りました。計画地は山城の本丸にあたるためその保護保存について事業者と協議・調整を

行ないましたが、記録保存のために発掘調査を行うこととなり、平成20年度に発掘調査を

実施しました。

調査の結果、調査区域は過去のテレビアンテナ建設で破壊を受けていましたが、多くの

中世土器が出土するなど、これまで知られていなかった青蔭城が使用された時期を知る上

で貴重な資料が発見されました。

本報告書は、今回、発掘調査した成果をまとめたものです。本書が今後の文化財保護、

保存に活用されますとともに、学術研究のための資料として、また郷土の歴史研究の資料

として役立てば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査をはじめ、出土品の整理、本書の編集に至りますまで、

ご指導ご協力を賜りました関係各位に対しまして哀心より厚くお礼申し上げます。

平成21年 3月 31日

井原市教育委員会

教育長 佐 藤 勝 也



例  言

l.本書は、デジタル井原中継局建設事業に伴い、放送事業者 (日本放送協会および岡山放送ほか民

放2社)の依頼を受け、井原市教育委員会が実施した青蔭城跡の発掘調査報告書である。

2,遺跡は、井原市西江原町青蔭195牛1に所在する。

3.発据調査は、平成20年 9月 9日 から10月 3日 まで実施した。調査面積は86.9だである.。 整理作業|お

よび報告書作成は、平成20年 10月 7日 から平成21年 3月 31日 まで行った。整理作業にあたつては、

佐藤明子 (井原市文化財センター)の協力を得た。

4.調査及び報告書の1編集は、井原市教育委員会車化課主任学芸員高田知樹が担当した。

5,遺構 。遺物写真については、調査担当者が撮影した。

6.発掘調査で出上した遺物及び実測図・写真等は、すべて井原市文化財センター (岡山県井原市井

原町333-1)に て保管している。



例

1.報告書に記載された高度値は海抜高であり、方位はいずれも磁北を示す。

2.本書の第 2図、第 3図に使用した地形図は、井原市発行の都市計画図25,000分の 1お よび2,500分

の 1の地形図を複製し、加筆したものである。

3.本書の遺構ならびに遺物の実測図の縮尺率については各図面に図示または明記している。

4.土層断面図等の上色および土器の色調は、『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事

務局監修 財団法人日本色彩研究所色票監修)を参考に記述している。

5,遺物番号については、土器、土製品と金属製品に分けて通し番号をつけ、土製品、金属製品につ

いては、次の略号を付けている。

土製品 :C、 金属製品 :M

6.土器実測図中で表現する中軸線左右の白抜きは、小破片のため口径復元に不確実性があるものを

示す。

7.報告書中に用いる時代区分は、一般的な政治史区分に準拠 し、土器編年については岡山県教育委

員会が発行する『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』で通常使われている概念による。

8.写真図版のうち、遺物写真の香号は掲載遺物番号と一致する。
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第 1章 遺跡の位置と環境
青蔭城跡は、井原市西江原町字青蔭に所在 している。井

原市は、岡山県の最西端に位置し、南は笠岡市、西は広島

県福山市、北は高梁市、東は小田郡矢掛町に接する。南部

は笠岡から広がる標高100m前後の丘陵地帯、北部は吉備高

原の南辺部にあたり、その多くが標高200～ 300mを 超える

台地となっている。そのほぼ中央を小田川が沖積平野をつ

くりながら鳴川、神戸川、雄神川、稲木川などの支流を合わ

せて北から流れ、市内のほぼ中央で東に向きを変え貫流し

ている。この東西に長い沖積平野と並行するように丼原線

が走り、人口もこの平野に集中し、都市部を形成している。

本遺跡は、市の南部、吉備高原より広がっている丘陵の

南へ派生した標高約90mの丘陵先端部に位置する。すぐ西

側の丘陵下には小田川が南東方向に流れ、南方向の眼下に
第 1図 遺跡位置図

は、その小田川でできた平野が広がっている。この小田川の流れに沿うように古代から山陽道が通っ

ており、交通の幹線となっていた。

現在までに知られている市内の遺跡は、旧石器時代、縄文時代のものは確認されていない。弥生時

代においても、前期までの追跡は確認されておらず、中期以降の遺跡が知られている。弥生時代中期

の遺跡として注目されるのは、六区袈裟欅文釦鐸が出土した下稲木町の寺屋敷銅鐸出土遺跡 (1)、 同町

の明見銅鐸出土遺跡 (2)、 十二区袈裟欅文銅鐸が出土した木之子町の猿森銅鐸出土遺跡 (3)がある。い

ずれも、本遺跡の南側に広がる標高約100mの丘陵上のゆるやかな南斜面より出土しており、特に寺屋

敷銅鐸出土遺跡、明見銅鐸出土遺跡は出上位置が50メ ー トルしか離れていない。銅鐸の出上した近隣

では、同時代の散布地も確認されているため (4)、 発掘調査されれば、集落跡が確認されるであろう。

後期になると市内の遺跡数が大幅増加する。本遺跡の周囲では、前述の銅鐸が出土した丘陵上に集

落遺跡 (草足塚西遺跡・権現平遺跡)(5)や同時期の散布地が点在している。また、本遺跡が所在する丘

陵上にも弥生時代後期の散布地が確認されている(6)。

弥生時代終末期から古墳時代初頭では、本遺跡の西狽1、 小田川を挟んで広がる丘陵尾根上に所在す

る金敷寺裏山墳丘墓 (7)が注目される。倉敷考古館によって発掘調査が実施され、長方形の墳丘の中

央に竪穴式石室をもつことが確認された。また石室内より、人骨一体が出上し、墳丘からは、特殊器

台、特殊重が出土している。

古墳時代にはいると、ほぼ市内全域で古墳がみられる。古墳時代前期は、箱式石棺を持つ小規模な

ものが中心ではあるが、東江原町の内挟 1号墳 (8)は直径が40mを超え、市内最大の円墳となる。ま

た、谷を挟んだ西側の丘陵上にも直径30mを超える甲山古墳 (9)が所在する。発掘調査した例では、大

江町の石塔山古墳 (10)、 下出部町岩崎山 8号墳 (11)は倉敷考古館によって発掘調査され、いずれも竪

穴式石室より人骨及び少量の鉄器が出土している。また、本遺跡の近隣では、谷を挟んだ東側丘陵頂

上に箱式石棺をもつ天神山古墳 (12)が所在する。

横穴式石室をもつ後期古墳も市内全域に広がる。井原市七日市町から岩倉町にかけて県道笠岡井原線の谷

′
鏃
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第1章 遺跡の位置と環境

筋には塚原古墳群、権現平古墳など石室の奥壁幅1.5mを超える比較的大きな横穴式石室をもつ古墳が集中

する。その中の東大谷 1号墳 (13)は、発掘調査の結果、金銅装馬具、金銅装大刀金具などが出土している。

また、本遺跡の周囲では、隣の谷の山裾に小規模な横穴式石室をもつ神戸古墳群 (13)があるがそれ

以外には確認されていない。これらの古墳に伴う集落跡であるが、周辺の丘陵山裾の微高地に同時代

の散布地である神戸遺跡 (14)や立戸遺跡 (15)がこれにあたると考えられる。

古代に入ると、本遺跡の所在する丘陵のすぐ南側を、東西に山陽道が通る。しかしながらそのルー

トは特定できず、稲木川のある沖積平野を通っていたという説もある。また、本遺跡から約300mと す

ぐ近くの南東方向の丘陵山裾には白鳳期に創建されたと伝えられる寺戸廃寺 (16)がある。ここからは

複弁連華文の川原寺式の軒丸瓦が出土しており、この軒丸瓦は笠岡市関戸の関戸廃寺 (17)と 同施で、

隣接した地域での豪族同士の結び付きが考えられる。またこの寺は、平安時代前半までの軒九・軒平

瓦が伝わっており、そのころまで存続していたようである(18)。

奈良時代以降、密教系の山岳寺院が、市内の小田川によって形成された沖積平野を見渡せる丘陵部

を中心に建立される。本丘陵の平坦部にも北山廃寺 (19)が所在 し、現在もその僧坊や地名に僧坊が

あったことをうかがわせる字名が残っている。

中世にはいると、武家政権になり、本遺跡が所在する荏原郷は、関東武士の那須氏が地頭職とな

り、入つてくる。この那須氏は、その拠点であった西江原町才児や戸倉に山城や居館を築いた。本遺

跡も那須氏の一族である大山氏が城を構えたと伝えられている(20)。 また、そのほかにも山陽道を見

渡せる丘陵上や北へ向かう街道を見下ろせる丘陵を中心に山城が築城され、南北朝の騒乱や戦国時代

には文献にも現れ、近世にはいるまで利用されていたようである。また、市内のほぼ全域で中世の五

輪塔、宝医印塔が点在しており、土豪層が市域に広く住んでいたことがうかがわれる。

註

(1)梅原末治  『吉備考古』84号 1952年

(2)『岡山県埋蔵文化財穀告』25 岡山県教育委員会 1992年

(3)鎌木義昌「岡山県猿ノ森遺跡」『日本農耕文化の形成』 杉原荘介編 1961年

(4)『井原市遺跡地図』 井原市教育套員会 2001年

(5)註 (4)に 同じ。

(6)註 (4)に 同じ。

(7)間壁忠彦・間壁蔑子「岡山県井原市金敷寺裏山古墳」『倉敷考古館研究集報』第 5号 倉敷考古館

1969年

(8)高田知樹「市内古墳の測量調査」 [井原市史紀要 井原の歴史』第 2号

20024F

(9)註 (4)に 同じ

(10)鎌木義昌  『岡山の吉墳』 岡山文庫4 日本文教出版 1970年

(11)間壁忠彦  「岡山県下の人骨を出土した古墳六例」『倉敷考古館研究集報』

1968とト

(12)註 (4)に同じ

井原市史編集委員会
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(13)高田知樹  『東大谷 1号墳』 井原市教育委員会 2003年

(14)註 (4)に同じ

(15)註 (4)に 同じ

(16)註 (4)に同じ

(17)安東康宏・岩崎仁司  『関戸廃寺』 笠岡市教育委員会 1997年

(18)『井原市史 I 自然風土・考古・古代 。中世 。近世通史編』 井原市 2005年

(19)註 (4)に同じ

(20)註 (18)に 同じ
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1 青蔭城跡
2 金敷寺裏山墳丘墓
3 井原陣屋跡
4 寺戸廃寺
5 天神山古墳
6 -橋 陣屋跡
7 神戸遺跡
8 神戸古墳群

9 中堀城跡
10 甲山古墳
11 高岩遺跡
12 高岩遺跡古墳群
13 内挟古墳群
14 白実城跡
15 鎌田城跡
16 草足塚西遺跡

17 草足塚東遺跡
18 権現平遺跡
19 権現平古墳群
20 権現平古墳
21 東大谷古墳群
22 ニツ岩古墳群
23 山王遺跡
24 寺屋敷銅鐸出土遺跡

25 明見銅鐸出土遺跡
26 塚原古墳群
27 猿森銅鐸出土遺跡
28 高月貝塚
29 狸原古墳群
30 東高月古墳群
31 山手古墳群
32 長法寺遺跡

第 2図 周辺遺跡分布図 (1/25,000)
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第 2章 調査の経緯と経過

第 2章 調査の経緯と経過

第 1節 発掘調査にいたる経緯

現在、全面移行が進められているテレビの地上デジタル放送に向けて各地域でアンテナ中継基地局

の整備が実施されているが、井原市においても井原地域を主たる放送エリアとする新たな中継基地局

の建設が平成20年度に計画実施されることとなった。そのため事業者である岡山放送株式会社より、

現在すでにアナログアンテナ基地局が設置されている本遺跡を候補地としたいと平成19年 10月 に丼原

市教育委員会および土地を管理している井原市商工観光課へ照会があった。

この青蔭城跡は周知の遺跡であり、建設が計画されている地点が城跡の主郭部であるため、その保

存について事業者と協議を実施した。中継基地局の立地条件がこの地点以外では難しいこと及び事業

の公共性が高いこと、さらには過去のアンテナ設置工事の際すでに遺構が破壊されていることが予想

されたため事前に確認調査を実施することとした。

確認調査は、平成20年 7月 25日 より実施した。計画予定面積869だの内、計画区域のほぼ中央に東西

5m、 南北 2mの トレンチ lヶ 所を設定した。調査の結果、 トレンチの東部にアンテナ中継基地局用

の電源ケーブルが埋設されており、一部が破壊されていたが、表土直下より建物の柱穴と考えられる

遺構及び中世の上器片等が出上した。 1及び2は亀山焼の甕の胴部の破片と考えられる。Mlは鉄釘

である。また、図示していなが土師質の椀や皿の破片が包含層より出土した。この結果を受け、事業

者と再度遺構の気存について協議を行ったが、計画変更が困難であることから、発掘調査による記録

保存を行うこととなった。
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第 3図 青蔭城縄張図及び調査区域図 (1/2,500)

寿原癖学校
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第1節 発掘調査にいたる経緯
この協議を受け、事業者より平成20年 8月 20日付けで埋蔵文化財発掘の届出が行われ、また、井原市

と事業者 (日 本放送協会・岡山放送・西日本放送・瀬戸内海放送)において青蔭城跡発掘調査事業の委

託契約を平成20年 9月 3日 に締結 し、平成20年 9月 9日 より、調査面積869ピの発掘調査を開始 した。

暗褐色砂諜土

(耕作土 )

茶褐色砂礫土

茶褐色砂礫土

(地山ブロックを含む)

橙褐色礫土

(地山)

―影甥

１

　

　

２

３

　

４

1

＼

1/3)

―
  吻

Ml

o             5om

―

第 4図 調査区地形図及び トレンチ位置図 (1/300)

第 5図 確認調査 トレンチ (1/50)。 出土遺物 (1/4・
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第2章 調査の経緯と経過

第 2節 発掘調査および報告書作成の経過

青蔭城跡の発掘調査は、中継基地局建設で遺跡が消滅する範囲となる86.9だを対象とし、記録保存す

ることを目的に実施した。調査期間は、平成20年 9月 9日 から平成20年 10月 3日 である。調査は、重機

による表土除去後、人力により掘り下げ、遺構検出、遺構精査等を実施した。遺構は、調査区域の北東

部分及び南半分で柱穴群が、また、北西部分で土壊状の不明遺構が検出された。これらの遺構について

は必要に応じて遺構の実測図作成、写真撮影を実施した。

報告書作成は、調査終了後の10月 より取りかかり、21年 3月 まで行った。まず、調査終了後未整理で

あった土器の洗浄、注記を行い、続いて土器の接合、復元、実測、写真撮影を実施した。また、それと

併行して遺構図の下図作成、遺構 。遺物の浄書を行なった。掲載した遺構・遺物は、柱穴群、土媛と考

えられる不明遺構 l基 と土器77点、土製品20点、鉄器 3点である。

調査日誌抄

平成20年度

7月 25日 (金)確 認調査開始。

8月 13日 (水)確 認調査終了。

9月 9日 (火)重 機による表土剥ぎ取り開始。

10月 1日 (水)調 査区全景写真。

10月 3日 (金)不 明遺構完掘後、写真撮影・平面図実測。調査完了。

10月 7日 (火)資 材撤収、遺物整理作業開始。

3月 13日 (金)報 告書作成作業終了。

調査・整理の体制

井原市教育委員会

教 育 長 佐藤勝也

教育次長 佐藤文則

文化課

課  長    小田義晴

係  長    原田恒司

主  任    金澤千鶴子、岡崎智嘉司

主任学芸員   高田知樹 (調査 。報告書担当)

研究員 (嘱託)首 藤ゆきえ

臨時職員    佐藤明子 (整理作業)

-6-



第 2節 発掘調査および報告書作成の経過

(調査作業員)

出原 実、岡谷喜宏、賀川健次、妹尾良雄

文化財保護法等に基づく届出書類一覧

第 1表 埋蔵文化財確認調査の報告

発掘調査および報告書作成にあたっては、岡山県教育庁文化財課、岡山県古代吉備文化財センターか

ら多大な援助を受けた。また、下記の方々からは調査全般にわたり有益なご教示、協力を得た。記して

感謝します。

安東康宏、磯久容子、佐藤寛介、島崎 東、武田恭彰、国 奈歩、土井基司、平井泰男、福島政文、

細羽千枝

(敬称略、50音順)

文書番号
日 付

遺跡の種類
および名称

周知・

周知外
所在地 面積 調査の契機

包蔵地
の有無

報告者 担当者 期  間

井教文 12号
H20815

城館跡
青蔭城跡

周 知 井
原市西江原町
青蔭 19541

10� 通信設備 有
井原市教育委員会
教育長 佐藤勝也 高田知樹

H20■25～
H20813

第2表 埋蔵文化財発掘の届出

文書番号
日 付

遺跡の種類
および名称

所在地 面積 調査の契機 届出者 主な指示事項

井教文 13号
H20820

城館跡
青蔭城跡

井原市西江原町青蔭
1954-1

969∬ 通信設備
岡山放送

代表取締役社長 宮内正喜
井原市教育委員会による

発掘調査

第3表 埋蔵文化財発掘調査の報告

文書番号
日 付

遺跡の種類
および名称

所在地 面積 調査の契機 報告者 担当者 期  間

井教文 14号
H2099

城館跡
青蔭城跡

井原市西江原町青蔭
1954-1

10だ 通信設備
井原市教育委員会
教育長 佐藤勝也 高田知樹

H2099～
H20103

第4表 埋蔵文化財発見の届出

文書番号
日 イ寸

遺跡の種類
および名称

発見場所 物件名 出土年月日 発見者 土地所有者 保管場所

H20107 城館跡
青蔭城跡

井原市西江原町青蔭
1954-1

土師器
5箱
H2099´一
H20103

井原市教育委員会
教育長 佐藤勝也

井原市長
瀧本豊文

井原市文化財センター
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第 3章 発掘調査の概要

第 3章 発掘調査の概要

第 1節 調査区の位置と遺跡の概要

青蔭城跡は、井原市の南部にあたり、市の中央から北へ広がる吉備高原の丘陵地帯から南方向に小

田川と平行するように派生した丘陵先端の尾根上の標高約90mに位置する。西側には、芳井町から流

れてきた小田川が流路を東に変え、失掛町の方向に流れている。また、小田川によってできた沖積平

野が南から東側に広がる。

この丘陵頂上に調査区が含まれる本丸が所在する。ニノ九・三ノ丸は、この本丸の南側に階段状に

築かれている。本丸の北側は、台地へ延びる平坦な尾根が続 くが、掘切 りなどの遺構は確認されてい

ない。また、本丸の東西には、大走り状の幅の狭い段があるが明確に遺構かどうか確認できない。

調査区のある本九は、長軸 (南北方向)に約30m、 短軸 (東西方向)に約15mの精円形状を呈して

いる。すぐ南にあるニノ丸とは比高差約 5mを 測る。本丸の南部、東都、北部及びニノ丸は、テレビ

中継基地局が既に建てられ、遺構面は破壊されている。

調査区は、本丸の北西部に位置し、調査対象面積は、86.9�を測るが、調査区のほぼ中央を南北にテ

レビ中継基地局の電源ケーブルが埋設されているため調査面積は、それより約10ご少ない。調査は、

1 暗褐色砂礫土 (表土) 2 灰褐色砂礫±  3 暗褐色砂礫土 (炭化物を含む)

第 6図 調査区遺構配置図・土層断面図 (1/80)
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第2節 遺構・遺物

本丸に残る建物等の有無、本遺跡が使用されていた時期を確認する目的で実施 した。

調査の結果、本丸は地山を平坦になるよう削平し、築造されている。その上に約20cm程度表上が堆

積 し、その中に遺物が混じっていた。調査区のほぼ中央には、地山を削ったたわみ状の遺構が確認で

きたほか、調査区のほぼ全域で掘立柱建物のものと考えられる柱穴が確認された。また、調査区の南

西部には橋鉢状の用途不明の上墳状の遺構も確認され、その堆積土より土師質土器を中心に比較的ま

とまって遺物が出土した。

第 2節 遺構・遺物

1 柱穴群

今回の調査で、合計23個の柱穴が確認された。柱穴は、調査

区の北東部分及び南部分に多く検出された。特に東部で出土し

た柱穴は、直径及び深さがほぼ同じであるため同じ建物である

可能性があるが、調査区が狭いため建物の構成や規模などは不

明である。

出土遺物には、亀山焼 3のほか図示していないが土師質土器

片がある。 3は柱穴の坦土中より出上した甕の肩部の破片で、

心円状のタタキロがある。

これらの遺物から柱穴群は14世紀ごろのものと考えられ、これに伴う建物も同時期に建てられてい

たと推測される。

2 不明遺構
調査区の北西部で、一部調査区外にかかるため全体の規模は不明であるが、長径 4m以上、短径

2.8mの平面形が楕円形をした土墳状の遺構が確認された。断面は、福鉢状になっているため貯蔵穴と

は考えにくい。遺物は、堆積した埋上のいずれの層からも出土しているが、遺構の底近くからは完形

もしくは完形に近い土器が出上している。

出土遺物には、備前焼 4、 土師質土器5～44、 土製品Cl～ C13、 鉄器M2・ M3がある。4は、甕の

肩部の破片である。外面に縦方向のハケロが残る。5～ 15、 22～26は椀である。底部は、高台が付く

ものは無く、底部が平らなものとくぼんでいるものとに分かれる。5～ 151よ、底部が内側にくぼんで

いるいわゆるへそ椀と呼ばれるものである。5～ 11は、口径110～ 10 0cmで 、胎土も砂粒が若干入る

が精良である。それに対して12～ 14は、胎土は、砂流が多く荒い。国径も97～ 10 1cmと わずかに小

さく、底部のくばみも深い。また、口縁部が直立している。16～ 21は杯である。口径も112～ 13.7cm

と大きい。18～ 20は、底部を回転ヘラ切りしている。27～44は小型の皿である。口径6.2～ 82cmを測

り、いずれも底部を回転ヘラ切りしている。胎土は、 lmm以下の砂流を含むものと精良なものに分
かれる。Cl～C13はいずれも土錘である。大きいもので長さ4.9cm、 幅は1.6cmを 測り、中央が膨れる

筒状を呈している。胎土は、いずれも精良で、砂粒もほとんど含まれない。M2・ M3はいずれも鉄

釘である。どちらも先端は欠けているが、軸は方形で頭部を平坦にしている。

これらの遺物から不明遺構は、14世紀のものと考えられる。

~＼く
(ミ

くヾ
~

中

第 7図 柱穴群出土遺物 (1/4)

外面に格子目状のタタキロ、内面は同
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第 3章 発掘調査の概要

赤褐色砂礫土 (焼土)
灰褐色砂礫土 (地山ブロックを含む)

橙褐色砂礫土 (地山ブロックを含む)

橙褐色砂礫土 (地山ブロックを含む)

93.Om

灰褐色砂礫土

茶褐色砂礫土

茶褐色砂礫土 (地山ブロックを含む)
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第 8図 不明遺構 (1/40)。 出土遺物 1(1/4)
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3 遺構に伴わない遺物
遺構に伴わない遺物として、表土中や包含層から比較的多くの遺物が出上している。これは、過去

のアンテナ建設工事や電源ケーブル埋設の際、遺構面を掘削したためと考えられる。図示した遺物

は、備前焼の悟鉢45、 亀山焼の奏46・ 47、 土師質土器は、椀48～ 52、 54～ 59、 杯53、 皿60～ 77、 土

製品は、土錘C14～C20である。

45は、橋鉢で、口径29.2cmを 測る。口縁端部を、外面は三角形になるように仕上げ、内面は垂直方

向にやや立ち上げている。内面に5条の悟り目を入れており、14世紀のものと考えられる。46・ 47

は、甕の胴部または肩部の破片で、外面はいずれも格子目状のタタキロを施している。内面は、47が

同心円のタタキを施した後、ヨコ方向のハケロを施している。椀で底部が残存しているものは49・ 50

であるが、49イよ器壁が 2～ 3mmと 薄く、口縁部が内側に傾いている。53は底部を回転ヘラ切りし、

器壁にらせん状の凹凸が残る。皿60～77は、小型の皿で、日径は6.65～7.8cmを測る。いずれも底部を
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第3章 発掘調査の概要

回転ヘラ切 りしている。胎土は、 lmm以 下の砂流を含むものが多い。これら土師質土器は、その形

態から14世紀のものと考えられる。土錘C14～C20は 、大 きいもので長さ6.Ocm、 幅は1.65cm、 小さい

もので長さ37cm、 幅は12cmを測 り大 きさにばらつきがある。中央が膨れる筒状を呈 してお り、胎土

は、いずれも精良で、砂粒 もほとんど含まれない。
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第 圭早4 とま

今回、井原市内において部分的ではあるが、初めて中世の山城の発掘調査が実施された。調査地点

である青蔭城跡の本丸は、すでにテレビアンテナが3箇所設置されており、また今回の調査区の中央を

それらの電源ケーブルが埋設されていたため、遺構の確認が難しかったが、青蔭城が機能していた中

世の遺物が比較的まとまって出上した。今回の調査結果を、青蔭城が使われていた時期の手がかりと

なる土師質土器を中心とした遺物および本遺跡の立地とその性格からまとめてみたい。

1 遺物について
今回の調査では、調査区の範囲が狭くかつ撹乱を受けていたにもかかわらず多くの遺物が出上し

た。時期がわかるものでは、備前焼、亀山焼、土師質土器がある。なかでも土師質土器は、椀、杯、

皿を中心に比較的まとまって出上した。これら土師質土器は、備中南西部において園井土井遺跡 (1)、

本谷遺跡 (2)で まとまって出土しており、なかでも本谷遺跡では祭祀状遺構において一括して出上し

た土師質土器の椀について草戸千軒町遺跡をもとに編年が作成されている。本遺跡も本谷遺跡にした

がって出土した椀の位置づけを試みたい。

本遺跡で出上した土師質土器の椀は、高台の付いたものは出土しておらず、そのほとんどが底部

のほぼ中央を2mm～ 5mm程度くばませたいわゆるへそ椀と呼ばれるものである。口径が、9 7cm～

11.2cm、 器高は、3 7cm～ 49cmの範囲でおさまり、このうち、不明遺構出上の12・ 13・ 14お よび包含

層出上の491よ、くぼんでいる椀のなかでも胎上が粗く、口縁端部が内側に湾曲するように立ち上がっ

ている。これは、本谷遺跡の祭祀状遺構から出土した椀と器形及び胎上が類似している。本谷遺跡で

はこの椀を本谷 3期 と位置づけ、年代を14世紀後半から15世紀初めをあてている(3)。 また、草戸千軒

町遺跡では、これらのへそ椀を椀Cと し、この椀Cは、Ⅱ期後半新段階より出現し、工期新段階までみ

られ、Ⅲ期には消滅するとしている。草戸千軒町遺跡では、このⅡ期後半を14世紀中葉に比定している

(4)。 以上のことから本遺跡から出土した椀は、14世紀中葉から14世紀後葉のものと考えられ、この椀

が出上した不明遺構から一括で出上した椀、杯及び皿についても同時期であると考えられる。

また少量ではあるが、器壁にらせん状の凹凸を残す杯が出土している。上記の園井土井遺跡、本谷

遺跡では類例が確認されていない。しかしながら、広島県府中市に所在する坊迫C遺跡 (5)よ りこの凹

凸を残すものがまとまって出土している。法量的に本遺跡出上のものは坊迫C遺跡でいう4層上層のⅣ

群に属すると考えられ、13世紀後半～14世紀頃をあてている。坊迫C遺跡は、草戸千軒町遺跡とは異な

り、内陸に所在し、山陽道と備後国府が眼下に広がるところに立地している。古代より山陽道がすぐ近

くにあるということで本遺跡と一致しており、この地域の上師質土器の流通について注目される。

2 青蔭城についての文献
本遺跡が所在する丘陵は、小田川に沿うように伸びた尾根の先端に位置する。南は東西に走る山陽

道を一望に望むことのでき、また、西は小田川を挟んで北方向の芳井地域へとつながる街道も見渡す

ことができる要害の地であるといえる。この青蔭城についての史料は乏しく、大正15年 に発干Jさ れた

『後月郡誌』によれば江戸時代に書かれた『備中誌』の引用として、鎌倉時代この地の地頭職を務め
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第4章 まとめ

た那須氏の一族である大山氏が居城にしていたとある。この大山氏は、那須氏が関東から入部してき

た際同行し、青蔭城主となった。この子孫である大山定義が南北朝の騒乱の際南朝に属していたが、

周辺の武将が足不J義満のころ優勢となった北朝に寝返ったためこの青蔭城を開城し隠遁したと記され

ている。南北朝が統一されたのは1892年であり、出土した遺物の時代―とほぼ一致する。このことから

青蔭城は、南北朝騒乱時に築城され、南北朝の争乱が終焉するころ廃城したと推測されるα

3 青蔭城と近隣の山城
この近隣の中世山城は、過去に発掘調査されたことがなく山城が機能tていた具体的な時期が不明

なものがほとんどであり、地誌みどの資料に頼るほかない。しかし、備中と備後の国境に近い地域で

あることと、九州と都をつなぐ山陽道と備中の高原地帯
―
から合流する街道があったことから、鎌倉時

代から戦国時代にかけて多くの山城が築かれている。特に山陽道を見下ろす丘陵上には、lkmに も満

たない間隔で山城が築かれている(6)。 このうち、青蔭城と同じ南北朝の伝承をもつ山城は、青蔭城と

小田川を挟んで所在する横手山城・鎌田城、山陽道―と備後の山野に抜ける街道を見下ろす位置に所在

する小見山城、小田郡との境に近い高越城がある。

凸 南北朝期の伝承

遇

避邑鎌倉～戦目時代の伝承
い 戦園時代の鯨

註

(1)岡田博ほか  「園井土井遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』70 岡山県教育委員会 1988年
12)網本善光 「本谷遺跡」『笠岡市埋蔵文化財発掘調査報告』l 笠岡市教育委員会 1987年
(3)註 (2)に同じ

(4)鈴木康之「第Ⅲ章 遺物 1土器類」 F草戸千軒町遺跡発掘調査報告』V
広島県草戸千軒町遺跡調査研究所編 1996年

(5)岡田容子「坊迫遺跡群」『府中市埋蔵文化財調査報告書』13 府中市教育委員会 2001年

(6)井原市史編纂委員会編『井原市剣 I 自然風土・考古・古代・中世。近世通史編 井原市 2005年

%玲 奥

第11図 青蔭城と近隣山城位置図
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第 5表 土器観察表
臓慧

出土遺構 種 房J 器種
法量 (cm)

色   調 胎   土 特   徴
番号 口径 底 径 器高

l
包含層
(確認調査)

亀山焼 甕
(外)10Y4/1灰 色
(内)10YR4/1に ぶい音お

lmm以下の砂粒を多く含む
肩部破片 外面格子ロタタ
キ、内而ョコハケ

2
包含層
r確詔調巷Ⅲ 亀山焼 甕

(外)5Y5/1灰
r肉、民v/1/1F lmm以下の砂粒含む 肩部破片 外面格子ロタタキ

3
柱穴群
rp_lnl 亀山焼 甕

(外)5Y3/1オリーブ黒
(内)10YR6/3にぶい責橙

lmm以下の砂粒含む
肩部破片 外面格子ロタタ
キ、内面同心円状タタキ

4 不明遺構 備前焼 甕
(外)5Y R4/2灰 褐
(内)Z5R3/6暗赤

2mm以下の砂粒含む 肩部破片 外面タテハケ
5 不 HH借橋 土師質土器 椀 内外) OYR8/2灰 白 lmm以下の砂粒含む 走形

6 不明潰構 十師管十界 続 内外 OYR8/2灰 白 lmm以下の砂粒合む ほぼ早形

7 不 HH指橋 土師質土器 椀 11 4 内,Il OYR8/2灰 白 lmm以下の砂粒を少し含む ほぼ完形
8 不明潰構 十師暫十器 椀 内外 OYR8/2灰 白 lmm以下の砂粒合む ほぼ字形

9 不 HjH借種 土師質土器 椀 (内外) OYR8/2灰 由 15mm以下の砂粒含む 2/3残存
不明潰構 十師管十祭 椀 内外 10YR7/3に ぶい責橙 lmm以下の秒粒合む 2/3残存

11 へHH宿種 土師質土器 椀 (内外 10YR8/2灰白 lmm以下の砂粒含む 1/3残存
12 不明潰構 十師管十祭 椀 内外 10YR8/2灰白 15mm以下の砂粒多く合む キ形
不明遺構 土師質土器 椀 1内外)10YR8/3浅首搭 15mm以下の砂粒多く含む 2/3残存
不 田 措 種 十師暫十驀 加 内外 10YR8/2灰白 15mm以下の砂粒多く合む 1/6現え7〒
不明遺構 土師質土器 椀 内 外

“

YR8/4差髭音希 2mm以下の砂対合す| ほぼ完形
禾 田 ら 種 十師督十驀 椋 内外 10YR6れ にぶい責橙 lmm以下の砂粒合む 2/3残存

17 示 明 清 棧 土師質土器 杯 (内外 )10YR6た にぶい音楊 2mm以下の秒対家 合 tF /3残存
不 田 梧 種 土師管十恭 係 内外 ЮYR8/2灰白 lmm以下の砂粒含む 必/3残存
不明遺構 土師質土器 杯 11 (内タト)25Y4/1琶 灰 5mm以 下の砂 粁合 iF 麗残存
ス HH梧種 十師管十恭 林 内外 10YR8/2灰白 lmm以下の砂粒含む 1/3残存

不明遺構 土師質土器 杯 ll〔 (内外)10YR8/2灰 白 mm以 下の砂対合 1, 1/4残布

不明潰構 ■師管■器 続 内外 10YR3/2灰白 lmm以下の砂粒含む 口縁 音b  1/3残 再

不明遺構 土師質土器 椀 (内外)10YR7/2に ぶいき精 mm以 下の砂対合‡F ]/3残存
禾 HH活種 土師管■器 続 内外 10YR8/2灰白 lmm以下の砂粒含む 1//4残 T
不明遺構 土師質土器 椀 (内外 )10YR73に ぶい琶補 〕5mm以下の砂対合 t, □級 部  1カ 残 存
不明損構 土師暫■器 椀 内タト 25Y6/2灰 責 lmm以下の砂粒含む 口縁部 1れ 残存
不明遺構 土師質土器 皿 1 1内外)10YR8/3浅首搭 mm以 下の砂汁含‡F 字 形

不明潰構 土師管土器 皿 内タト 10YR8/3浅責橙 lmm以下の砂粒含む 宇 形

不明遺構 土師質土器 皿 (内外)10YR8/3浅昔搭 2mm以下の砂対合 tr 字 形

不明潰構 土師管土器 皿 内外 10YR8/3浅責橙 2mm以下の砂粒含む ほtFtti引形

不明遺構 土師質土器 皿 (内外)10YR8/3浅責精 2mm以下の砂対合 tr 1/2残存
禾 川 悟 種 土師管土器 皿 (125) 内タト 10YR8/3浅黄橙 lmm以下の砂粒含む 1/2残 存
不明潰構 土師質土器 皿 (内外)10YR8/3浅責袴 5mm以下の砂粒合 Fd・ 1/3残存
不明潰構 土師管土器 皿 (12「D) 内外 75VRA/4差身増子瀬争 mm以下の砂粒含む 1た 残存
不明潰構 土師質土器 皿 (155) (内外)10YR8/3浅責袴 2mm以下の砂対合む 1/5残存

不明潰構 土師質土器 皿 7司タト 10YR6/3に ぶい音 4.k 3mm以下の砂粒多く含む 1/6残 存
不明潰構 十師管十琴 m (内外)10YR8/3浅責澄 lmm以 下の砂 粒 含 む 1/4残 存

不明潰構 土師管土器 皿 内外 10YRA/3浅昔お mm以下の砂粒含む 1々 残存
不明潰構 十師管十界 冊 (内外 10YR8/3浅責澄 〕5mm以下の砂れ含む 1/5残 存

不明遺構 土師質土器 皿 内外 10VR8濡 浅昔捨 mm以下の砂粒含む 1/6残 存
不明潰橋 十師管十器 皿 (内外 10YR8/3浅責橙 lmm以 下の砂 粒含 む 1/7巧碗再

不明遺構 土師質土器 皿 内外 | 10VR8/3浅音精 )5mm以下の砂粒含む 1/8残 存
不明潰構 十師暫十繋 附 (内外)10YR8/3浅責橙 lmm以 下の砂 れ含 む 1/5残 存

不明遺構 土師質土器 皿 1 内ケド 10YR8/3浅首精 )5mm以下の砂粒含む 1/6残 存

包含層 備前焼 鉢 (内外)25YR4/2灰赤 〕mm以下の砂粒含む 口縁部 1/6残存 内面 5
条の悟目

包含層 亀山焼 甕
外

内

N3/日音灰
75Y6/1灰

〕mm以下の砂粒多く含む 胴部破片 外面格子ロタタ
キ 内面同′卜円状タタキ

包含層 亀山焼 甕
外

内

10YR5/2灰黄掲
75Y5/3にぶい掲

精良
肩都破片 外面格子ロタタ
キ 内而同ッ|♪円状タタキ

包含層 土師質土器 椀 内タド 10VR7/3に ぶい音希 mm以下の砂粒含む ほぼ完形
包合層 十師 ABFr十界 椀 (内外 10YR8/3浅責橙 lmm以 下の砂 粒家 含 む 1/2残 存
包含層 土師質土器 椀 内外 | 10VR7/3に ぶい音希 2mm以下の砂粒含む 1/2残存
包合層 十師管十驀 椀 4 (内外 10YR8/3浅責橙 lmm以下の砂泣合む 2/3残 存

包含層 土師質土器 椀 111 内タド 25Y6/2灰 音 mm以下の砂粒含む 1/2残 存
包合層 十師管■器 林 夕Ⅲ (内外)10YR6/3に ぶい責橙 lmm以下の砂粒合む 1/3残 存

包含層 土師質土器 椀 内外 | 10YR73に ぶい琶袴 mm以 下の砂 粒 多 く合 iF 口縁都 1/4残存
紅合層 土師管■器 椀 (内外)10YR8/3浅責橙 2mm以下の砂粒含む 口縁 部  1/5残 幕
包含層 土師質土器 椀 内外 | 25Y6/2灰 責 晴良 口縁認 1/6残存

包含層 土師質土器 椀
外

内
OYR8/3浅責橙
OR6/4にぶいホ衿

lmm以下の砂粒含む 口縁部 1/7残存
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載

号

掲

呑 出土遺構 種 別 器種
法量 (cm)

色  調 胎   土 特  徴
口径 底径 器高

包含層 土師質土器 椀 1内外)10YR6/6明責褐 陪蔦 ]縁部 1/6残存

包含層 土師質土器 椀
(外)10YR74に ぶい黄橙
(内 )猛5YR6/8橙

lmm以下の砂粒多く含む 口縁部 1/6残存

旬合層 十師暫十瀑 皿 (内外)10YR8/3浅昔緒 lmm以下の砂粒合む 幸形

包含層 土師質土器 皿 (内外)10YR8/3浅責橙 mm以下の砂汁合すF キ形

勺合層 ■師暫■器 皿 (内夕n10YR8/3浅 首搭 lmm以下の砂粒含む ほぼ完形

包含層 土師質土器 皿 (内外)75YR71明褐灰 mm以下の砂対合 tF よぼ宇形

行含層 土師管土器 皿 (内外)10YR8/3浅責搭 陪良 ほぼ完形

包含層 土師質土器 皿 (内ケト)75VR7/6搭 mm以下の砂対多く合勘 ほIF写
=引

″

れ合層 i師質土器 皿 (内外)10YR8/3浅責橙 lmm以下の砂粒含む ほぼ完形

包含層 土師質土器 m 5F (内外)25Y8/2反 白 mm以下の砂粁合む 〕麗 残存

往合層 土師管土器 皿 185 (内外)25Y73浅責 2mm以下の砂粒含む 2/3残存

包含層 土師質土器 ‖| (内外)25V8/2灰 白 情 自 /3残布

包含層 土師質土器 皿
外

内

10YR72にぶい責橙
10YR8/3浅責橙

2mm以下の砂粒含む 1/3残存

伺合層 十師管土器 皿 (内外)75YR3/4浅 責精 lmm以下の砂粒多く含む 1麗 残存
包含層 土師質土器 皿 4 (内外)75YR8た 浅責橙 mm以 下のT1/N対合 tF /5残存

往合層 i師管十器 皿 ユ (内外)10YR8/3浅責袴 lmm以下の砂粒含む 1/6残存

雅 包含層 土師質土器 皿 (内外)10YRA/2灰 白 僑 専 /7残不

飩合層 土師管土器 皿 (内外)10YR8/3浅責橙 米青良 1/8残存

包含層 土師質土器 Ⅲ (内外)10YRA/3浅昔搭 lmm以 下の砂 粁含 む 1/6残存

何.合層 土師管土器 皿 内外 )猛 5YR8た 茂 貢植 lmm以 下の秒 汁合 す| 1/6確 存

第 6表 土製品観察表

掲載
香号
出土遺構 器  種

法量 (cm) 重量

(g)
色   訓 胎  土 特徴

口径 底径 器高

Cl 不明遺構 土錘 3YR6/6橙 lmm以下の砂粒を含む 完形

C2 不明遺構 土錘 10YR 7/4に ぶい黄橙 15mm以下の砂粒を少し含む 3/4残存
C3 不明遺構 土錘 (375) 10YR 7/4に ぶい責橙 精良 ほぼ完形

C4 不明遺構 土錘 035 5YR6/6橙 mm以下の砂粒含む 完形

C5 不明遺構 土錘 10R5/8赤 mm以下の砂粒少量含む 完形

C6 不明遺構 土錘 405 025 10YR7/4責橙 lmm以下の砂粒含む 完形

C7 不明遺構 土錘 25YR6/8橙 精良 完形

C8 不明遺構 土錘 10R6/8赤橙 精良 完形

C9 不明遺橋 土錘 02[ 25YR5/8明赤褐 lmm以下の砂粒含む 完形

C10 不明遺構 土錘 ユ 02[ 5YR6/6橙 精良 完形

Cll 不明遺構 土錘 lC 03[ 10R4/8赤 精良 完形

C12 不明遺構 土錘 03[ 75YR6/4にぶい橙 lmm以下の砂粒含む 完形

C13 不明遺構 土錘 10R4/8赤 精良 完形

C14 包含層 土錘 75YR7/6橙 精良 完 形

C15 包含層 土錘 117 10R5/8赤 精良 完形

C16 包含層 土錘 75YR7/41こ ぶVヽオ登 精良 完形

C17 包含層 土錘 11 10YR3/1黒褐 精良 ほぼ完形

C18 包含層 土錘 12 75YR6/4にぶしヽ橙 精良 ほぼ完形

C19 包含層 土錘 75YR7/4にぶい橙 精良 2/3夕完イ子

C20 包含層 土錘 (375) 10YR8/3浅黄橙 lmm以下の砂粒含む 2/3テ完7子

第 7表 金属製品観察表
載
号
掲
番
出土遺構 器 種 材 質

法 量 (cm) 重量

(g)
備 考

長 さ 軸部径 頭部径

小ッ11 包含層 釘 鉄 085× 06 15× 06 先端部欠損

M2 包含層 釘 鉄 06× 05 11× 09 先端部欠損

ふ′13 不明遺構 釘 鉄 05× 06 10× 09 先端都欠損

※「一」は不明項目、「(数字)」 は残存値を示す。
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図版 1

1 青蔭城跡遠景 (南から)

2 青蔭城跡からの眺望 (北から)



図版 2

1 確認調査作業風景 (北東から)

2 発掘調査作業風景 (北から)



図版 3

不明遺構調査風景 (北西から)

言

荘
，
一れ

汗
■
一浮

I―■「■●I

2 不明遺構遺物出土状況 (東から)



図版 4
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不明遺構土層断面 (南から)
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2 不明遺構完掘状況 (北から)



図版 5

調査区完掘状況 (東から)
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2 調査終了後アンテナ設置状況 (北西から)



図版 6
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出土土器 1



図版 7

出土土器 2



図版 8

Cl C2 C3      C4      C5      C6

C8       C9       C10      Cll      C12

C15       C16

出土土器 3・ 出土土製品

C13 C17 C18



報 告 書 抄 録

ふ  り が  な あおかげじょうせき

圭
ロ 名 青蔭城跡

百
口 書 名 デジタル井原中継局建設

巻 次

シ リ ー ズ 名 井原市埋蔵文化財発掘調査報告

シ リ ー ズ 番 号 3

編 著 者 名 高田知樹

編 集 機 関 井原市文化財センター

所 在 地 〒715-0019岡山県井原市井原町333-l T E L0866-68-3144

発 行 機 関 井原市教育委員会

所 在 地 〒715-8601岡山県井原市井原町311-l T E L0866-62-9541

発 行 年 月 日 2009年 3月 31日

ふりがな
収載遺跡名

ふりがな
所在地

コー ド

耳ヒ糸専 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

あわかげじょうせき

青蔭城跡

岡山県井原市

西江原町字青蔭

1954-1

33206 9-10

34°

36'

122"

つ
Ｏ

　

　

Ｏ
Ｏ

　

　

淡
υ

０
０

　

　

つ
ね

　

　

∩
υ

20080909

20081003
86,9■N

デジタル井
原中継局建

設事業

所 収
遺跡名

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特起事項

青蔭城跡 城館跡 中世 柱穴群・不明遺構

備前焼・亀山焼・

土師質土器・土

製品・鉄器

市内で初めて発掘

調査された中世の

山城跡



井原市埋蔵文化財発掘調査報告 3

青 蔭 城 跡

デジタル井原中継局建設に伴う発掘調査

2009年 3月 27日  印刷
2009年 3月 31日  発行

編集 。発行  井原市教育委員会
岡山県井原市井原町311-1

印 刷   友野印刷株式会社




